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長波放射計

▼ ＩＳＯ９０６０：２０１８準拠長波（赤外）計

▼測定範囲-３００～＋３００Ｗ/ｍ２

▼結露防止用シリカゲルカートリッジ内蔵（交換可能）

▼長期使用に耐える堅牢な構造、Ｍ１２コネクタ接続

ＬＰＰＩＲＧ０１は主に気象計測分野において、長波放射（遠赤外域）の測

定に使用します。測定は４.５μｍを超える波長域を対象としています。

長波放射はサーモパイルの測定出力信号と長波放射計の温度から得

られます。長波放射計の温度は、長波放射計に内蔵されている１０ｋΩの

ＮＴＣで測定されます。長波放射計に、上方向への赤外放射を測定する

もう１台の長波放射計と、短波放射（＜３μｍ）を測定するためのアルベド

メータを加えることにより、エネルギーバランスの調査にも使用できます。

長波放射計には以下の二つのバージョンが準備されています：

● ＬＰＰＩＲＧ０１：　μＶ/（Ｗ/ｍ２）出力

● ＬＰＰＩＲＧ０１Ｓ：　ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ出力

長波放射計は、ＷＲＣ（世界放射センター）で校正された基準器との屋

外比較測定（少なくとも晴天の一夜間）によって得られた校正報告書と共

に供給されます。

■ご注文コード

ＬＰＰＩＲＧ０１ 長波放射計、遮蔽ディスク、水準器、予備乾燥剤２セット、
８極Ｍ１２コネクタ、校正成績書付、ケーブルは別途

ＬＰＰＩＲＧ０１Ｓ 長波放射計、遮蔽ディスク、水準器、予備乾燥剤２セット、
８極Ｍ１２コネクタ、校正成績書付、ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-
ＲＴＵ出力、ケーブルは別途

アクセサリ：
ＬＰＳＰ１ 耐ＵＶ遮蔽ディスク
ＬＰＳ１ 長波放射計固定用ブラケット、φ４０～５０ｍｍマスト用
ＬＰＲＩＮＧ０２ 傾斜取付用可調整ホルダー、水準器付ベース（ＬＰＰＩＲＧ０１用）
ＨＤ２００３.８３.１ 長さ７５ｃｍマスト
ＨＤ２００３.８５Ｋ φ４０ｍｍマストへの長波放射計固定キット（高さ調整可）
ＣＰＭ１２ＡＡ８ＰＧ.□ ８極Ｍ１２コネクタ付耐ＵＶケーブル、Ｌ＝５ｍ/１０ｍ

（ＬＰＰＩＲＧ０１用）
ＣＰＭ１２-８Ｄ.□ ８極Ｍ１２コネクタ付耐ＵＶケーブル、Ｌ＝５ｍ/１０ｍ

（ＬＰＰＩＲＧ０１Ｓ用）
ＣＰ２４ ＲＳ４８５/ＵＳＢコンバータ内蔵ＰＣ接続用ケーブル

（ＰＣ側ＵＳＢタイプＡコネクタ：機器側８極Ｍ１２コネクタ）
ＬＰＳ６ 取付け用キット： ７５０ｍｍマスト、ベース、

目盛付支持プレート、ブラケット
ＬＰＳＧ 除湿シリカゲル用カートリッジ、Ｏリング付
ＬＰＧ シリカゲル５個パック

■テクニカルデータ

センサ サーモパイル

代表感度 ５～１０μＶ/（Ｗ/ｍ２）

インピーダンス ３３～４５Ω

測定範囲 -３００～＋３００Ｗ/ｍ２

視角 １６０°

スペクトル範囲（シリ
コンウインドウ透過）

５.５～４５.０μｍ（５０％）

動作温度 -４０～＋８０℃

外形寸法 取扱説明書をご参照ください。

出力 ＬＰＰＩＲＧ０１：μＶ/（Ｗ/ｍ２）、ＬＰＰＩＲＧ０１Ｓ：ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ

供給電源 ＤＣ５～３０Ｖ（ＬＰＰＩＲＧ０１Ｓ）

接続 ８極Ｍ１２コネクタ

重量 約０.９ｋｇ

水準器精度 ＜０.１°

保護等級 ＩＰ６７

ＭＴＢＦ ＞１０年

ＩＳＯ９０６０：２０１８準拠仕様：

応答時間（９５％） ＜２８秒

ゼロオフセット対室
温変化（５Ｋ/ｈ）応答

＜|±４|Ｗ/ｍ２

長期非安定性（１年） ＜|±１.５|％

非直線性 ＜|±１|％

スペクトル選択性 ＜|±５|％

温度応答 ＜３％

傾斜応答 ＜|±２|％

長波放射計は表面が艶消しの黒色に加工されたサーモパイルセンサを使用しており、

放射の波長によらないほぼ均一な測定を可能にしています。サーモパイルセンサには、

次のふたつの目的のためにシリコンのウィンドウが装着されています。

１）サーモパイルの外部からの保護。

２） 長波放射計のスペクトル範囲の制限：シリコンは１.１μｍを超える波長を透過させま

す。従って、シリコンウィンドウの内側に、４.５～５.０μｍまでの放射を遮蔽するフィルタ

を備えています。あらゆる気象条件での使用における強度と耐久性を確実にするた

め、外気にさらされるシリコンウィンドウの外側には特殊な傷防止コーティング（ＤＬＣ）

が施されています。この傷防止コーティングには、シリコンウィンドウのクリーニングの際、

その表面を傷付ける危険がないという利点もあります。グラフ１は異なる波長に対する

シリコンウィンドウの透過率を示しています。

放射エネルギーは黒色サーモパイルの表面で吸収または放射され、サーモパイルの

中心部（温接点）と長波放射計の筐体（冷接点）との間に温度差を作り出します。温接点

と冷接点の間の温度差はゼーベック効果により電位差に変換されます。

長波放射計の温度が、長波放射計によって枠取りされた天空の放射温度よりも高い場合、

サーモパイルはエネルギーを放射し、出力信号はネガティブになります（晴天時の代表

的な状態）。これと逆に、長波放射計の温度が、長波放射計によって枠取りされた天空の

放射温度よりも低い場合は、出力信号はポジティブになります（曇天時の代表的な状態）。

従って、天空からの赤外放射ＥＦＩＲ↓の計算には、サーモパイルの出力信号に加えて、下

の数式（１）が示す通り、長波放射計の温度Ｔを知る必要があります。

 ＥＦＩＲ↓＝Ｅｔｅｒｍ＋δＴＢ
４  （１）

Ｅｔｅｒｍ：サーモパイル[Ｗ/ｍ２]によって測定された正味放射量（ポジティブまたはネガティブ）

δ＝シュテファン・ボルツマン定数（５.６７０４×１０-８Ｗｍ-２Ｋ-４）

ＴＢ＝ＮＴＣ（１０ｋΩ）の抵抗から得られる長波放射計の温度（Ｋ）。

Ｅｔｅｒｍは測定器の感度（Ｃ）[μＶ/（Ｗ/ｍ２）]および数式（２）から得られる出力信号（Ｕｅｍｆ）

によって計算されます。

数式（１）の最初の項は正味放射量、すなわち、長波放射計に到達する赤外放射量と長

波放射計から放射される放射量の差であり、二番目の項は温度ＴＢで物体が放射する

放射量（放射率ε＝１として）です。

 Ｅｔｅｒｍ＝Ｕｅｍｆ/Ｃ  （２）

■動作原理

グラフ１　シリコンウィンドウの透過率

μＶ出力  LPPIRG01
ＲＳ４８５出力  LPPIRG01S
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